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緒言

石狩川流域におけるバイオマス資源量測定手法とバイオマス資源由来堆肥による
土壌炭素含有率への影響

材料と方法

結果と考察

芝試験地のドローンによるオルソ画像と
QGISによる解析

バイオマス利用と
河川水質⁈

●研究のきっかけ
①石狩川の中流域，下流域は，かつて日本有
数の湿原。泥炭土が広く分布。
②農耕地として開発が進行。鉱質土（埴土）を
地表30㎝に客土。 日本の米生産の4％を
担う水田地帯へ。
③土地利用が大きく変化。施肥という人為的物
質投入も発生。石狩川水系の流量や水質に
大きな影響？

●研究の方向性・・土壌炭素と河川水質
①河川流域土壌の全炭素含有率によって，土
壌保水性や流出する物質量が変化？
②河川流量や水質，農業生産性に変化？
●2025年度の課題解決
①河川流域の土壌炭素含有率と河川流量，水
質に与える影響の検討。

②土壌炭素含有率が土壌水分および農業生産
性に与える影響の検討。

③土壌炭素含有率に影響する堆肥の投入に注
目。堆肥の原料となる草本系バイオマス資源
量を推定する手法の検討。

黄〇が調査地点

①河川流域の土壌炭素と水質

②土壌炭素と土壌含水比・乾物収量

①河川調査
利根別川，東利根別川。
4月～10月の間月1回，pH，
EC，ORP測定。ORPから
BODを算出。水深，流路幅，
流速を測定。
堤外地・農耕地・林地，各流域
合計10カ所，0-10㎝の土壌を
採取，土壌全炭素含有率測定。
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②芝試験地
各試験区の乾物収量，草丈，植生，土壌炭素，土壌含水比を測定。
1区画1×2m。灰色低地土

③ドローン空撮・GISによる草丈測定
地上高3mにて，模擬空撮。
Field Reconst でオルソ画像化。
QGISにて，
ドローンによる標高測定－地面標高

＝草高

利根別川

東利根別川

Fig.1 土壌炭素と比流量 Fig.2 土壌炭素とBOD

Fig.3 土壌炭素と土壌含水比 Fig.4 土壌含水比と収量

Fig.7 空撮の草丈と実測乾物草量

ドローンによる
バイオマス測定

土壌炭素増大
の可能性

土壌含水比
増大

農業生産性向上

比流量低下
（河川流量安定化）

BOD低下

本研究のまとめ

③堆肥と土壌含水比，土壌炭素

Fig.5 堆肥と土壌含水比 Fig.5 堆肥と土壌炭素


